
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

正規職員     （人）

数量円滑化推進事業服部　伊久夫 細々目

H18 H19

1 1

４３－１５４４連絡先
１０１
０１

細目
観光費

会計
款

単位

０４
項
目

H19（目標）H17

名            称コード

０１

０１
０６

一般会計
農林業費
農業費

コード 名               称

42 持続的で個性的な農林業を実践する

Ａ

総合評価

この事業により正確で円滑な転作現地確認が実施されるため継続すべきである

目標

H18（目標）指標設定の考え方

水稲販売数量 ｔ
2,137

目標
転作目標により数量の増減があるが、ビジョンに基づき指標とした 2,430

26

1水田農業推進協議会の開催回数 回

26

H17
単位

4,520

活動指標

　生産調整確認地区数 地区 26

　

　

4

3

3

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

事業の目的の成果を測る指標

　

3,600

3,600

　

920

地域の需要に応じた米の生産の推進を図るとともに交付金の活用を通じ作物の産地作りの推進、水田農業の構造改革の推進等に資することを
目的とする。
地域水田農業ビジョンの策定、実施状況の点検及び見直し、水田農業構造改革交付金等水田を活用した作物の産地づくりの推進を行う。

米需給調整総合対策事業推進費補助金交付要綱終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

支所管内の水田営農及び農業者

事業名

基本施策

718

伊賀市　事務事業評価シート

水田農業構造改革対策の推進方針に基づき、米政策改革関連対策の周
知及び推進の取り組み及び水田農業ビジョン実現に向けた取り組みを実
施する。

成果（どうなるのか）

数量調整円滑化推進事業

担当部課名 農業生産対策費阿山産業建設課

3,600 3,600

0.5 0.5 0.5

根拠法令・要綱等平成

920 920

3,600 3,600

4,520

920 920

920 920 920

委託料
需用費等

その他
4,520

　

　

920

国の補助事業であるが、転作制度の円滑な実施に寄与している
農業団体で事業主体となっていくべきである。

実績値 目標値

2,430

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


